
フード

NK33150W 　NK33150B

●施工は、取付方法にしたがい確実に行う。施工に不備があると、落下の原因となります。
●器具の改造および構成部品の交換をしない。落下の原因になります。
●シューティングスポットライト取付専用オプション部品です。
　適合外のシューティングスポットライトで使用すると、火災・感電・落下の原因となります。
●万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、販売店・工事店に修理を依頼する。
　そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。

●お手入れの際は必ず電源を切り、時間をあけてから行う。感電・やけどの原因となります。
●器具に無理な力を加えない。落下の原因となります。
●直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、振動の強い場所、雨水のかかる場所、風の強い場所、
　腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。落下・感電・火災の原因となります。
●シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で器具を拭かないでください。変色、変質、強度低下による破損の原因となります。
　水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

①

②

灯具

フード

取りはずし方

①ネジを外して、フードを灯具から外してください。

①灯具に付いているリベット(３ヶ所)をはずす。

③付属のネジとワッシャを使用し、灯具にフードを固定する。

不備がありますと落下の原因となります。

注意　必ず電源を切ってから取りつけを行ってください。感電の原因となります。

フード品番 質 量 (kg)

NNQ39550Ｗ
NNQ39554Ｗ
NNQ39555Ｗ

NNQ39550B
NNQ39554B
NNQ39555B

適合基本灯具品番

0.08

NK33150W

NK33150B

②フードを灯具に挿入し、外したリベットのネジ穴とフードの穴を合わせる。
③

②フード取りつけ時に外したリベット(3ヶ所)を付けてください。

　・ネジは3ヶ所、必ず固定すること。

取扱説明 お客様へ、この説明書は必ず保管してください。

安全に関するご注意

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

●フードの清掃について
      ……水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。
　　  　 シンナー､ベンジン､アルカリ系洗剤で拭かないでください。
　　  　 変色･変質､強度低下による破損の原因となります。

注意
●お手入れ時は、必ず電源を
　切ってください。感電・やけど
　の原因となります

注意
●感電のおそれあり
　お手入れ時は、必ず電源を
　切ってください。

保証について
●保証について ………

●保証書について ……

この商品の保証期間は１年間です｡詳細は弊社カタログをご参照ください。

保証書が必要な場合は､弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。

日付 変更内容 修正者

初 木南2015. 7.27
作成(器具品番は他社）　

取説No. NK33150W－T2

取扱説明書
保管用

（一般屋内用）

品番お手入れ

①

②

灯具
(別売)

フード 取外し方

①フードのネジ(３箇所)を外し、フードを灯具から
　取外してください。
②フード取付の際に外した灯具のリベット(３箇所)を用いて
　灯具のネジ穴をふさいでください。

①灯具に取付いているリベット(３箇所)を外す。
②フードを灯具に被せ、外したリベットのネジ穴と
　フードの穴を合わせる。
③付属のネジとワッシャ(３箇所)でフードを灯具に
　確実に固定する。

①灯具に取付いているリベット(３箇所)を外す。
②フードを灯具に被せ、外したリベットのネジ穴と
　 フードの穴を合わせる。
③付属のネジとワッシャ(３箇所)でフードを灯具に
　確実に固定する。
　不備があると落下の原因となります。

③

基本灯具との組合せ
警告

注意

注意
●必ず電源を切ってから取付けて
　ください。感電の原因となります

各部のなまえと取付方法

注意 ●必ず電源を切ってから取付けて
　ください。感電の原因となります

注意 ●取付に不備があると落下の原因となります

〒571－8686 大阪府門真市門真1048パナソニック株式会社　ライティング機器ビジネスユニット
お問い合わせ先　パナソニック　照明と住まいの設備・建材お客様ご相談センター
　　　　　  　0120-878-709(フリーダイヤル)　0120-872-460(FAX)

日付 変更内容 修正者

1 木南2016. 8. 31
お客様相談センターのフリーコール変更（照通 開発：2016-02）…裏表紙

日付 変更内容 修正者

2 木南2018.8.7
お客様相談センターの“フリーコール→フリーダイヤル”へ変更（裏表紙）
開発連絡書№ 30-12301

T0815－020818
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